
あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設授業時間等の変遷

１．あん摩マッサージ指圧師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 １，５４０時間 普通授業科目 １４０時間 合計 １，６８０時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 １，３３５時間 普通授業科目 １８０時間 合計 １，５１５時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 ９４５時間 専門科目 ７３５時間
選択必修科目 ５７０時間 合計 ２，５５０時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ３６単位 合計 ７７単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。

参考資料１－１

平成28年1月18日 第１回あん摩ﾏｯｻｰｼﾞ指圧師・はり師・きゅう師学校養成施設カリキュラム等改善検討会資料
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【あん摩マッサージ指圧師】

（旧）

・普通授業科目 １４０時間

・専門授業科目 １，５４０時間

・合 計 １，６８０時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，３３５時間

・合 計 １，５１５時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１４０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１７５）、病理学（１０５）、衛生学（１０５）、症候概論（７０）、治療一般（１４０）、

漢方概論（３５）、あん摩マッサージ指圧理論（７０）、医学史（３５）、医事法規（３５）、
あん摩マッサージ指圧実技（５６０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１５０）、病理学（６０）、衛生学（９０）、診察概論（６０）、臨床各論（１３５）、

漢方概論、経穴概論（３０）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
あん摩マッサージ指圧実技（４８０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【あん摩マッサージ指圧師】

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１５０）、病理学（６０）、衛生学（９０）、診察概論（６０）、臨床各論（１３５）、

漢方概論、経穴概論（３０）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
あん摩マッサージ指圧実技（４８０）

（旧）
・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，３３５時間

・合 計 １，５１５時間

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 ９４５時間
・専門科目 ７３５時間
・選択必修科目 ５７０時間

・合 計 ２，５５０時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（９０）、臨床医学各論（１５０）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論、経絡経穴概論（９０）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、東洋医学臨床論（７５）、

実技（５１０）
選択必修科目 選択必修科目（５７０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【あん摩マッサージ指圧師】

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 ９４５時間
・専門科目 ７３５時間
・選択必修科目 ５７０時間

・合 計 ２，５５０時間

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（９０）、臨床医学各論（１５０）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論、経絡経穴概論（９０）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、東洋医学臨床論（７５）、

実技（５１０）
選択必修科目 選択必修科目（５７０）

（新）
・基礎分野 １４単位以上

・専門基礎分野 ２７単位以上

・専門分野 ３６単位以上

・合 計 ７７単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（６）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（８）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１０）総合領域（１０）
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２．はり師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，２４０時間 普通授業科目 １４０時間 合計 ２，３８０時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 １，８００時間 普通授業科目 １８０時間 合計 １，９８０時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 ９６０時間
選択必修科目 ３００時間 合計 ２，５６５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ３８単位 合計 ７９単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【はり師】

（旧）

・普通授業科目 １４０時間

・専門授業科目 ２，２４０時間

・合 計 ２，３８０時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，８００時間

・合 計 １，９８０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１４０）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、はり理論（７０）、医学史（７０）、医事法規（３５）、
はり実技（５６０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、はり理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
はり実技（５５５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【はり師】

（旧）
・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，８００時間

・合 計 １，９８０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、はり理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
はり実技（５５５）

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 ９６０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，５６５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、はり理論（６０）、東洋医学臨床論（９０）、実技（５７０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【はり師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上
・専門基礎分野 ２７単位以上
・専門分野 ３８単位以上

・合 計 ７９単位以上

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 ９６０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，５６５時間

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（６）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（８）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１２）総合領域（１０）

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、はり理論（６０）、東洋医学臨床論（９０）、実技（５７０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）
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３．きゅう師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，０３０時間 普通授業科目 １４０時間 合計 ２，１７０時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 １，５９０時間 普通授業科目 １８０時間 合計 １，７７０時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 ７５０時間
選択必修科目 ３００時間 合計 ２，３５５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ３６単位 合計 ７７単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【きゅう師】

（旧）

・普通授業科目 １４０時間

・専門授業科目 ２，０３０時間

・合 計 ２，１７０時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，５９０時間

・合 計 １，７７０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１４０）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、きゅう理論（７０）、医学史（７０）、医事法規（３５）、
きゅう実技（３５０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、きゅう理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
きゅう実技（３４５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【きゅう師】

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 ７５０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，３５５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、きゅう理論（６０）、東洋医学臨床論（９０）、

実技（３６０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）
・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 １，５９０時間

・合 計 １，７７０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、きゅう理論（６０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
きゅう実技（３４５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【きゅう師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上
・専門基礎分野 ２７単位以上
・専門分野 ３６単位以上

・合 計 ７７単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（６）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（８）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１０）総合領域（１０）

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 ７５０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，３５５時間

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、きゅう理論（６０）、東洋医学臨床論（９０）、

実技（３６０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）
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４．あん摩マッサージ指圧師・はり師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，８７０時間 普通授業科目 １７５時間 合計 ３，０４５時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，３４０時間 普通授業科目 １８０時間 合計 ２，５２０時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 １，４４０時間
選択必修科目 ３００時間 合計 ３，０４５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ４５単位 合計 ８６単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【あん摩マッサージ指圧師・はり師】

（旧）

・普通授業科目 １７５時間

・専門授業科目 ２，８７０時間

・合 計 ３，０４５時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，３４０時間

・合 計 ２，５２０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１７５）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、あん摩マッサージ指圧理論（７０）、はり理論（７０）、
医学史（７０）、医事法規（３５）、あん摩マッサージ指圧実技（５６０）、はり実技（５６０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論（６０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、はり実技（５５５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【あん摩マッサージ指圧師・はり師】

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，４４０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ３，０４５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論（６０）、

東洋医学臨床論（９０）、実技（９９０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，３４０時間

・合 計 ２，５２０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論（６０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、はり実技（５５５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【あん摩マッサージ師・はり師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上
・専門基礎分野 ２７単位以上
・専門分野 ４５単位以上

・合 計 ８６単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（７）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（１０）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１６）総合領域（１０）

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論（６０）、

東洋医学臨床論（９０）、実技（９９０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，４４０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ３，０４５時間
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５．あん摩マッサージ指圧師・きゅう師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，６６０時間 普通授業科目 １７５時間 合計 ２，８３５時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，１３０時間 普通授業科目 １８０時間 合計 ２，３１０時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 １，２３０時間
選択必修科目 ３００時間 合計 ２，８３５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ４３単位 合計 ８４単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【あん摩マッサージ指圧師・きゅう師】

（旧）

・普通授業科目 １７５時間

・専門授業科目 ２，６６０時間

・合 計 ２，８３５時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，１３０時間

・合 計 ２，３１０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１７５）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、あん摩マッサージ指圧理論（７０）、きゅう理論（７０）、
医学史（７０）、医事法規（３５）、あん摩マッサージ指圧実技（５６０）、きゅう実技（３５０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、きゅう理論（６０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、きゅう実技（３４５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【あん摩マッサージ指圧師・きゅう師】

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，２３０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，８３５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、きゅう理論（６０）、

東洋医学臨床論（９０）、実技（７８０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，１３０時間

・合 計 ２，３１０時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、きゅう理論（６０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、きゅう実技（３４５）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【あん摩マッサージ指圧師・きゅう師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上
・専門基礎分野 ２７単位以上
・専門分野 ４３単位以上

・合 計 ８４単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（７）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（１０）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１４）総合領域（１０）

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、きゅう理論（６０）、

東洋医学臨床論（９０）、実技（７８０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，２３０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，８３５時間
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６．はり師・きゅう師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，６６０時間 普通授業科目 １７５時間 合計 ２，８３５時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，０５５時間 普通授業科目 １８０時間 合計 ２，２３５時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 １，２６０時間
選択必修科目 ３００時間 合計 ２，８６５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ４５単位 合計 ８６単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【はり師・きゅう師】

（旧）

・普通授業科目 １７５時間

・専門授業科目 ２，６６０時間

・合 計 ２，８３５時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，０５５時間

・合 計 ２，２３５時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１７５）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、はり理論（７０）、きゅう理論（７０）、医学史（７０）、
医事法規（３５）、はり実技（５６０）、きゅう実技（３５０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、はり理論、きゅう理論（９０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
はり実技、きゅう実技（７８０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【はり師・きゅう師】

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，２６０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，８６５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、はり理論、きゅう理論（９０）、東洋医学臨床論（９０）、

実技（８４０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，０５５時間

・合 計 ２，２３５時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、はり理論、きゅう理論（９０）、医学史（３０）、医事法規（３０）、
はり実技、きゅう実技（７８０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【はり師・きゅう師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上

・専門基礎分野 ２７単位以上

・専門分野 ４５単位以上

・合 計 ８６単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（７）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（１０）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（１６）総合領域（１０）

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、はり理論、きゅう理論（９０）、東洋医学臨床論（９０）、

実技（８４０）
選択必修科目 選択必修科目（３００）

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，２６０時間
・選択必修科目 ３００時間

・合 計 ２，８６５時間
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７．あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師

○昭和４７年改正（※１）あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則
（昭和４７年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ３，２９０時間 普通授業科目 ２１０時間 合計 ３，５００時間

○昭和５１年改正 （昭和５１年文部省厚生省令第２号）
専門授業科目 ２，５９５時間 普通授業科目 １８０時間 合計 ２，７７５時間

○平成元年改正 （平成元年文部省厚生省令第４号）
基礎科目 ３００時間 専門基礎科目 １，００５時間 専門科目 １，７７０時間
選択必修科目 ９０時間 合計 ３，１６５時間

○【大綱化】 平成１２年改正 （平成１２年文部省厚生省令第３号）
基礎分野 １４単位 専門基礎分野 ２７単位 専門分野 ５２単位 合計 ９３単位

※２ 昭和４７年と昭和５１年改正時の時間は大学入学資格のある者に対する課程の授業時間

※１ 昭和４７年柔道整復師法成立に伴い、あん摩マツサージ指圧師、はり師、きゅう師及び柔道整復師に係る学校養成施設認定規則
から柔道整復師学校養成施設に係るものが切り離された。
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（昭和５１年）
【あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師】

（旧）

・普通授業科目 ２１０時間

・専門授業科目 ３，２９０時間

・合 計 ３，５００時間

（新）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，５９５時間

・合 計 ２，７７５時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（２１０）
専門授業科目 解剖学（２８０）、生理学（２８０）、病理学（２１０）、衛生学（１４０）、症候概論（１７５）、

治療一般（２８０）、漢方概論（１４０）、あん摩マッサージ指圧理論（７０）、はり理論（７０）、
きゅう理論（７０）、医学史（７０）、医事法規（３５）、あん摩マッサージ実技（５６０）、はり実技（５６０）、
きゅう実技（３５０）

（改正後の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論、きゅう理論（９０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、はり実技、きゅう実技（７８０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成元年）
【あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師】

（新）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，７７０時間
・選択必修科目 ９０時間

・合 計 ３，１６５時間

（改正後の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、

はり理論、きゅう理論（９０）、東洋医学臨床論（９０）、 実技（１２９０）
選択必修科目 選択必修科目（９０）

（旧）

・普通授業科目 １８０時間

・専門授業科目 ２，５９５時間

・合 計 ２，７７５時間

（改正前の授業時間の内訳）
普通授業科目 社会、数学、理科、体育、心理学（１８０）
専門授業科目 解剖学（２１０）、生理学（１６５）、病理学（７５）、衛生学（９０）、診察概論（１０５）、臨床各論（２４０）、

漢方概論（１３５）、経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、はり理論、きゅう理論（９０）、
医学史（３０）、医事法規（３０）、あん摩マッサージ指圧実技（４８０）、はり実技、きゅう実技（７８０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成施設認定規則の改正の概要（平成１２年）
【あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師】

（新）
・基礎分野 １４単位以上

・専門基礎分野 ２７単位以上

・専門分野 ５２単位以上

・合 計 ９３単位以上

（改正後の授業単位の内訳）
基礎分野 科学的思考の基盤、人間と生活（１４）
専門基礎分野 人体の構造と機能（１３）、疾病の成り立ち、予防及び回復の促進（１２）、

保健医療福祉とあん摩マツサージ指圧、はり及びきゆうの理念（２）
専門分野 基礎あん摩マッサージ指圧学、基礎はり学、基礎きゅう学（８）、臨床あん摩マッサージ指圧学、

臨床はり学、臨床きゅう学（１２）、社会あん摩マッサージ指圧学、社会はり学、社会きゅう学（２）、
実習（２０）総合領域（１０）

（旧）
・基礎科目 ３００時間
・専門基礎科目 １，００５時間
・専門科目 １，７７０時間
・選択必修科目 ９０時間

・合 計 ３，１６５時間

（改正前の授業時間の内訳）
基礎科目 人文科学（６０）、社会科学（６０）、自然科学（６０）、保健体育（６０）、外国語（６０）
専門基礎科目 医療概論（４５）、衛生学・公衆衛生学（９０）、関係法規（４５）、解剖学（２１０）、生理学（１６５）、

病理学概論（７５）、臨床医学総論（１０５）、臨床医学各論（１９５）、リハビリテーション医学（７５）
専門科目 東洋医学概論（１３５）、経絡経穴概論（１０５）、あん摩マッサージ指圧理論（６０）、

はり理論、きゅう理論（９０）、東洋医学臨床論（９０）、 実技（１２９０）
選択必修科目 選択必修科目（９０）
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あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る養成施設認定規則の改正の概要
（平成１２年）

○あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る養成施設認定規則の一部改正
（平成１２年文部省厚生省令第３号）
○あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る養成施設指導要領の一部改正
（平成１２年３月３１日健政発４１２号）

○単位制の導入
・あん摩マッサージ指圧師 ７７単位以上
・はり師 ７９単位以上
・きゅう師 ７７単位以上
・あん摩マッサージ指圧師・はり師 ８６単位以上
・あん摩マッサージ指圧師・きゅう師 ８４単位以上
・はり師・きゅう師 ８６単位以上
・あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師 ９３単位以上

○１単位あたりの時間
・講義及び演習 １５時間～３０時間
・実験、実習及び実技 ３０時間～４５時間
・臨床実習 ４５時間
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はり師及びきゅう師学校養成施設の指導要領のガイドライン化（平成２７年）

○はり師及びきゅう師養成施設指導要領のガイドライン化

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備
に関する法律」（平成26年法律第51号）等により、あん摩マツサージ指圧師、はり
師、きゆう師等に関する法律（昭和22年法律第217号）等の一部が改正され、はり
師及びきゅう師養成施設の指定・監督権限を厚生労働大臣から都道府県知事に移譲。
これに伴い「あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師養成施設指導要領」

（平成12年3月31日健政発412号）を廃止し、はり師及びきゅう師養成課程に係るも
のを「はり師及びきゅう師養成施設指導ガイドライン」（平成27年3月31日医政発
0331第34号）（※）として通知し、あん摩マッサージ指圧師及びあん摩マッサージ
指圧師養成課程を含むものについては、「あん摩マッサージ指圧師、はり師及び
きゅう師養成施設指導要領」（平成27年3月31日医政発0331第35号）として通知し
た。
（※）地方自治法第（昭和22年法律第611号）245号の4第1項の規定に基づく技術的助言
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